
感染症流行予測調査事業は、厚生労働省が１９６２年から
都道府県の協力を得て実施している一事業である。その目
的は、予防接種法に定められた疾病に対する国民の抗体保
有状況の把握であり、それらを効果的な予防接種施策の執
行に活用することである１）。本事業は、例年、乳幼児から
高齢者まで幅広い年齢層の被検者に協力を依頼し、血清の
提供を受け、調査を行ってきた。しかしながら、２０２０年
度は、新型コロナウイルスの世界的流行に対する防疫対策
によって隣接地域への往来や人的交流が控えられることと
なり、協力被検者の確保がままならない状態となった。こ
のような状況の中、２０２０年度においては、小児３８名分の
血清の提供がなされた。本稿では、これらについて北海道
立衛生研究所にて行った２０２０年度のポリオ、麻疹、風疹
及びインフルエンザを対象とした感受性調査の結果を報告
する。

方 法

１．調査検体

２０２０年９から１０月の間に社会医療法人母恋天使病院、
市立札幌病院及び北海道立子ども総合医療・療育センター
において確保された血清のうち、本事業への協力に同意が
得られた０～１３歳の計３８名における血清を用いた（表１）。
ただし、５名の血清（表１）については収量が少量であっ
たことから、ポリオに対する調査は未実施となった。血清
提供者には、アンケート形式のワクチン接種歴・罹患歴調
査票を渡し、それらについて回答を依頼した。
２．測定方法

感染症流行予測調査事業検査術式２）に基づいて、ポリオ
（１型及び３型）、麻疹、風疹、インフルエンザ（４抗原：
AH１pdm０９亜型（A/Guangdong−Maonan/SWL１５３６/２０１９

（CNIC−１９０９）、AH３亜型（A/HongKong/２６７１/２０１９（NIB−

１２１）、B型山形系統（B/Phuket/３０７３/２０１３）、B型ビクト
リア系統（B/Victoria/７０５/２０１８（BVR−１１）））の抗体価を

年齢（歳） 検体数†
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計 ３８（３３）

対象疾患 検査方法 備考

ポリオ 中和抗体測定法 ＊２抗原
麻疹 ゼラチン粒子凝集（PA）法
風疹 赤血球凝集抑制（HI）法

インフルエンザ 同上 ＊＊４抗原
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表１ 年齢別調査検体数

†括弧内はポリオ抗体検査が未実施となった検体数を除いた数を示す。

表２ 感受性調査対象疾患に係る抗体測定法

＊１型、３型
＊＊AH1pdm０９亜型（A/Guangdong−Maonan/SWL１５３６/２０１９（CNIC−
１９０９）、AH３亜型（A/HongKong/２６７１/２０１９（NIB−１２１）、Ｂ型山形
系統（B/Phuket/３０７３/２０１３）、Ｂ型ビクトリア系統（B/Victoria/７０５/
２０１８（BVR−１１））
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測定した（表２）。すなわち、ポリオは中和抗体測定法、
麻疹はゼラチン粒子凝集（PA）法、風疹及びインフルエ
ンザは赤血球凝集抑制（HI）法により、血清中の抗体価
を測定した。検査結果は、感染症流行予測調査実施要領３）

に示された年齢群に基づいて、ポリオ、麻疹及び風疹に対
しては０～１歳、２～３歳、４～９歳及び１０～１４歳の４つの
年齢群、インフルエンザに対しては０～４歳、５～９歳、１０
～１４歳の３つの年齢群に分類した。

結 果

はじめに、ポリオに対する抗体保有状況を表３及び表４
に示す。被検者３３名における中和抗体保有率は１型が９７．０％、
３型が９３．９％であった。また、感染防御効果が高いとさ
れる８倍以上４）の抗体価の保有率は、１型が９７．０％、３型
が９０．９％であった。なお、２０１９年度の全国の感染症流行
予測調査における当該年齢群（n＝５９８）の中和抗体保有

年齢群
（歳）

検体数
抗体価 抗体

保有率
（％）

８≦抗体
保有率
（％）

ワクチン
接種率
（％）†＜４ ４ ８ １６ ３２ ６４ １２８ ２５６ ５１２≦

０～１ １１ － － － － １＊＊ ３（１＊＊） １ １＊ ５（１＊） １００．０ １００．０ ７７．８（７／９）
２～３ ４ － － － － １ １ － １ １ １００．０ １００．０ １００．０（４／４）
４～９ ８ － － １ － ２（１＊） １ ３ １＊＊ － １００．０ １００．０ ８５．７（６／７）
１０～１４ １０ １ － － － １ － ３ ３ ２ ９０．０ ９０．０ １００．０（１０／１０）

計 ３３ １ － １ － ５ ５ ７ ６ ８ ９７．０ ９７．０ ９０．０（２７／３０）

年齢群
（歳）

検体数
抗体価 抗体

保有率
（％）

８≦抗体
保有率
（％）

ワクチン
接種率
（％）†＜４ ４ ８ １６ ３２ ６４ １２８ ２５６ ５１２≦

０～１ １１ １ １＊＊ － － － １ １＊＊ ２ ５（２＊） ９０．９ ８１．８ ７７．８（７／９）
２～３ ４ － － － － － － １ １ ２ １００．０ １００．０ １００．０（４／４）
４～９ ８ － － １ － ２ １ ３（１＊） １＊＊ － １００．０ １００．０ ８５．７（６／７）
１０～１４ １０ １ － － － １ － ３ ３ ２ ９０．０ ９０．０ １００．０（１０／１０）

計 ３３ ２ １ １ － ３ ２ ８ ７ ９ ９３．９ ９０．９ ９０．０（２７／３０）

年齢群
（歳）

検体数
抗体価 抗体

保有率
（％）

１２８≦抗体
保有率
（％）

ワクチン
接種率
（％）†＜１６ ３２ ６４ １２８ ２５６ ５１２ １０２４ ２０４８ ４０９６ ８１９２≦

０～１ １２ ６（３＊，１＊＊） － － ２＊＊ － １ １ １ － － ５０．０ ４１．７ ６６．７（６／９）
２～３ ６ － － － － － ２ ２ － １ １ １００．０ １００．０ １００．０（６／６）
４～９ １０ － － １ ２ － ５（１＊＊） １ １ － － １００．０ ９０．０ １００．０（９／９）
１０～１４ １０ － － － ２ ２ ２ ３（１＊＊） １ － － １００．０ １００．０ １００．０（９／９）

計 ３８ ６ － １ ６ ２ １０ ７ ３ １ １ ８４．２ ８１．６ ９０．９（３０／３３）

年齢群
（歳）

検体数
抗体価 抗体

保有率
（％）

３２≦抗体
保有率
（％）

ワクチン
接種率
（％）†＜８ ８ １６ ３２ ６４ １２８ ２５６ ５１２ １０２４≦

０～１ １２ ６（３＊，１＊＊） １＊＊ － ２（１＊＊） － ２ １ － － ５０．０ ４１．７ ６６．７（６／９）
２～３ ６ １ － １ １ １ １ － １ － ８３．３ ６６．７ １００．０（６／６）
４～９ １０ ２ １ ３（１＊＊） － ３ １ － － － ８０．０ ４０．０ １００．０（９／９）
１０～１４ １０ － １＊＊ ４ ５ － － － － － １００．０ ５０．０ １００．０（９／９）

計 ３８ ９ ３ ８ ８ ４ ４ １ １ － ７６．３ ４７．４ ９０．９（３０／３３）

表３ ポリオ抗体保有状況：１型

†ワクチン接種者数÷対象者数、接種歴不明者を除く
＊ワクチン接種歴なし
＊＊ワクチン接種歴不明

表４ ポリオ抗体保有状況：３型

†ワクチン接種者数÷対象者数、接種歴不明者を除く
＊ワクチン接種歴なし
＊＊ワクチン接種歴不明

表５ 麻疹抗体保有状況

†ワクチン接種者数÷対象者数、接種歴不明者を除く
＊ワクチン接種歴なし
＊＊ワクチン接種歴不明

表６ 風疹抗体保有状況

†ワクチン接種者数÷対象者数、接種歴不明者を除く
＊ワクチン接種歴なし
＊＊ワクチン接種歴不明
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率は、１型が９４．６％、３型が８４．１％であった５）。今回の調
査において、ワクチン接種歴なしと回答があったものの抗
体を保有していた被検者を３名認めたが、３名とも罹患歴
なしとの回答であった。また、ワクチン接種歴及び罹患歴
ともに不明の被検者を３名認めた。これらの６名が抗体保
有に至った経緯は不明であった。
次に、麻疹に対する抗体保有状況を表５に示す。定期接

種前の乳児が含まれる０～１歳群の１２名を除いた被検者
２６名における抗体保有率は１００％であった。定期接種の
スケジュールを満了した７歳以上の被検者は１３名（接種
歴不明の１名を除く）おり、全員感染防御効果が高いとさ
れる抗体価１２８倍以上６）を保有していた。なお、４～９歳群
における抗体価６４倍の１名は２回目の定期接種が始まる
前の５歳児であった。ワクチン接種歴不明で抗体を保有し
ていた被検者が０～１歳群に２名、４～９歳群に１名、１０～
１４歳群に１名認めた。これらのうち初めの３名は罹患歴
も不明であり、抗体保有に至った経緯は不明であった。一
方、最後の１名には罹患歴があり、それゆえ抗体保有に至っ
た可能性が考えられた。

続いて、風疹に対する抗体保有状況を表６に示す。定期
接種前の０～１歳群を除いた被検者２６名における抗体保有
率は８８．５％であった。一方、麻疹同様に定期接種のスケ
ジュールを満了した７歳以上の被検者１３名のうち、感染
防御効果が高いとされる抗体価３２倍以上７）の保有者は６
名おり、その保有率は４６．２％であった。２０１９年度におけ
る全国の感染症流行予測調査では、当該年齢群（n＝３０７）
における抗体価３２倍以上の保有率は６８．１％と報告されて
いる。なお、ワクチン接種歴不明者のうち、０～１歳群の２
名、４～９歳群の１名、１０～１４歳群の１名が抗体を保有し
ていたが、４名とも罹患歴不明であり、抗体保有に至った
経緯は不明であった。
最後に、インフルエンザに対する抗体保有状況を表７～

１０に示す。AH１pdm０９亜型及び AH３亜型に対する抗体保
有率はそれぞれ７１．１％及び５５．３％となり、B型の山形系
統及びビクトリア系統の４７．４％及び２１．１％よりも総じて
高い値を示した。また、感染防御効果が高いとされる抗体
価４０倍以上８）の保有率を算出したところ、A 亜型に対して
はそれぞれ３６．８％及び３９．５％、一方の B型に対してはそ

年齢群
（歳）

検体数
抗体価 抗体

保有率
（％）

４０≦抗体
保有率
（％）＜10 10 20 40 80 160 320 640 1280 2560

０～４ ２１ １０ ５ － ２ １ １ １ － １ － ５２．４ ２８．６
５～９ ７ １ － ３ ２ １ － － － － － ８５．７ ４２．９
１０～１４ １０ － ３ ２ ４ １ － － － － － １００．０ ５０．０

計 ３８ １１ ８ ５ ８ ３ １ １ － １ － ７１．１ ３６．８

年齢群
（歳）

検体数
抗体価 抗体

保有率
（％）

４０≦抗体
保有率
（％）＜10 10 20 40 80 160 320 640 1280 2560

０～４ ２１ １４ １ １ ３ － １ － １ － － ３３．３ ２３．８
５～９ ７ ３ － － １ １ － １ １ － － ５７．１ ５７．１
１０～１４ １０ － １ ３ － ５ － １ － － － １００．０ ６０．０

計 ３８ １７ ２ ４ ４ ６ １ ２ ２ － － ５５．３ ３９．５

年齢群
（歳）

検体数
抗体価 抗体

保有率
（％）

４０≦抗体
保有率
（％）＜10 10 20 40 80 160 320 640 1280 2560

０～４ ２１ １５ ３ １ １ － １ － － － － ２８．６ ９．５
５～９ ７ ３ １ ３ － － － － － － － ５７．１ ０．０
１０～１４ １０ ２ １ ５ ２ － － － － － － ８０．０ ２０．０

計 ３８ ２０ ５ ９ ３ － １ － － － － ４７．４ １０．５

年齢群
（歳）

検体数
抗体価 抗体

保有率
（％）

４０≦抗体
保有率
（％）＜10 10 20 40 80 160 320 640 1280 2560

０～４ ２１ １８ － ２ － － － １ － － － １４．３ ４．８
５～９ ７ ７ － － － － － － － － － ０．０ ０．０
１０～１４ １０ ５ ４ １ － － － － － － － ５０．０ ０．０

計 ３８ ３０ ４ ３ － － － １ － － － ２１．１ ２．６

表７ インフルエンザ抗体保有状況：AH１pdm０９亜型（A/Guangdong-Maonan/SWL１５３６/２０１９（CNIC-１９０９）

表８ インフルエンザ抗体保有状況：AH３亜型（A/HongKong/２６７１/２０１９（NIB-１２１）

表９ インフルエンザ抗体保有状況：Ｂ型山形系統（B/Phuket/３０７３/２０１３）

表１０ インフルエンザ抗体保有状況：Ｂ型ビクトリア系統（B/Victoria／７０５／２０１８（BVR-１１））
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れぞれ１０．５％及び２．６％となり、こちらも A 亜型が B型
より総じて高い値を示す結果であった。

稿を終えるにあたり、新型コロナウイルスの蔓延防止対
策が推進される中、本事業の目的をご理解いただき検体確
保にご協力いただいた被検者の皆様ならびに関係機関の皆
様に特段の謝意を申し上げます。
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